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　文部科学省より平成２０年５月１日現在の学校基本調査速

報が公表された。今回の調査で専修学校は、学校数は前年

度に比べ３３校減少し３,４０２校、また在籍者数は前年度に比

べ４万６千人減少し６５７,４０６人であることがわかった。

　また、今春の高等学校卒業者１,０８８,２４３人に占める専修学

校専門課程入学者の割合は、昨年度に比べ１.５ポイント低

下して１５.３％と減少し、過年度高卒者等を含む進学率も１.１

ポイント低下して２０.６％となった。なお、今春の高卒者の

うち大学（学部）への進学率は１.８ポイント上昇して過去

最高の４５.９％（５００,００８人）、また就職者の割合は５年連続で

上昇して　１９.０％　（２０６,５９６人）となった。

　専修学校、各種学校についての主な速報値は次のとおり。

【専修学校】

学校数　全体では３,４０２校（前年度比３３校減）となった。

　都道府県別の学校数は、東京都４５１校、大阪府２４６校、愛

知県１８６校、福岡県１８５校、北海道１８４校の順で多い。

　課程別では、専門課程を置く学校は２８校減少して２,９６７

校、高等課程を置く学校は２１校減少して５０３校、一般課程

を置く学校は１６校減少して１９８校となった（課程併設校あ

り）。

学生・生徒数　全体では６５７,４０６人となり、前年度比４６,０８４

人（６.６％）の減少。平成１７年度から４年連続の減少とな

った。

　課程別では、専門課程は４４,６２８人（７.１％）減少して

５８２,７６９人、高等課程は１,４１１人（３.５％）減少して３８,７３０人、

一般課程は４５人（０.１％）減少して３５,９０７人となった。

　分野別では、医療２１０,６５７人、文化・教養１４４,９２９人、工業

８６,９４８人、衛生７９,２６４人、商業実務６４,６３２人、教育・社会福

祉４１,８９３人、服飾・家政２５,５７６人、農業３,５０７人となった。

　学科別増減数で増加が目立つのは、理学・作業療法１,５０７

人、料理１,１７４人、工業その他１,１６０人、受験・補習５３６人、

情報４９５人、通訳・ガイド４４０人、衛生その他４０９人、准看護

３５７人など。減少傾向が見られたのは、情報処理６,１５３人、

美容５,０１６人、介護福祉４,７５９人、医療その他４,６６０人、教

育・社会福祉その他２,８０８人、調理２,７４８人、保育士養成

２,３０６人、デザイン１,８１６人など。

　修業年限別でみると、専門課程の２年以上３年未満で

３３,１０３人（９.５％）減の３１６,３１１人、３年以上４年未満で

平成２０年度学校基本調査速報公表
専修学校在籍者数は６５７,４０６人

　８月２２日、中込会長は岩崎常任理事とともに、鈴木恒

夫文部科学大臣を表敬訪問した。鈴木大臣は、「職業教

育と専修学校の重要性は十分理解している。先日も文

科省を訪れた小学生たちに『力強い人間になってほし

い。そのためには自分の好きな専門の分野を早く見つ

けて、誰にも負けない力をつけてほしい。』と自分の進

路を早く選択するよう話したばかりだ。」と話された。

　その後首相官邸で町村信孝内閣官房長官（専修学校

等振興議員連盟会長）、塩谷立官房副長官（同議員連

盟幹事・事務局長）に面会し、文部科学省内に設置さ

れている「専修学校の振興に関する検討会議」では順

調に論議が進められている旨の報告をした。

左から中込三郎全専各連会長、鈴木恒夫文部科学大
臣、岩崎幸雄常任理事

文部科学大臣を表敬訪問
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体に占める割合は前年度よりも０.４ポイント上昇して７.８％

となった。

　また、新規中学校卒業者の高等課程進学者は７,６７２人と

なり、前年度より３３１人（４.１％）減少している。

卒業者数　全体では３１０,３４１人となり、前年度より２３,５２２人

（７.０％）減少している。制度施行１０年目となる専門課程

卒業者の大学への編入学者数は２,６３６人で前年度に比べて

７３人（２.７％）減少した。

教員数　本務教員数は４１,６８４人で４１９人（１.０％）の減少。

本務教員１人に対する学生・生徒数は前年度１６.７人から今

年度１５.８人になった。また、兼務教員数は１１０,１２７人で１４０

人増加した。

【各種学校】

学校数　全体で１,５８４校となり、前年度比７０校（４.２％）減

少した。都道府県別の学校数は、東京都１７８校、愛知県１０９

校、兵庫県９１校、三重県７９校の順で多く、京都府で１校増

加したが、愛知県で９校、茨城県で７校、山梨県で６校な

ど、計２９都道府県で減少した。

生徒数　全体で１３７,２８１人となり、前年度比で９,９８０人

（６.７％）減少した。

　都道府県別にみると、東京都２９,６８４人、愛知県１３,３７２人、

大阪府９,９４３人、兵庫県９,３３６人、福岡県５,７７７人の順で多い。

増減数については、三重県４７人など４県で増加したが、東

京都１,３７０人、大分県６４８人、愛知県５８５人など４３都道府県

で減少した。

　分野別では、その他分野（予備校・自動車操縦等）は

７,７４３人（８.４％）減少して８３,９１３人、文化・教養は２７人

（０.１％）減少して２２,０９５人、商業実務は８６６人（５.８％）減

少して１４,１５０人、医療は５９５人（５.５％）減少して１０,３０１人、

家政は６０４人（１０.９％）減少して４,９３８人、衛生は１８３人

（２２.５％）減少して６２９人、教育・社会福祉は８９人（１８.１％）

増加して５８１人、農業は５７人（１４.４％）減少して３３８人、工

業は６人（１.８％）増加して３３６人となった。

※その他の詳細については、全専各連ホームページ内の

「広報全専各連プラスＷＥＢ」に掲載します。

９,４１８人（４.８％）減の１８７,４２２人となったのに対し、１年以

上２年未満で２６７人（７.９％）増の３,６３０人、４年以上で９３１

人（２.０％）増の４８,２２７人となった。

入学者数　全体で３０６,１６４人となり、前年度比で２８,２５３人

（８.４％）減少した。

　専門課程では入学者のうち新規高卒者数は前年度比

２４,６９８人（１２.４％）減少して１７５,１２８人となった。高卒者の

専門課程の進学率は前年度よりも１.５ポイント低下して

１５.３％となった。なお、今春の新規高卒者は１,０８８,２４３人で

前年度より５８,９１６人（５.１％）減少している。

　専門課程入学者のうち大学等の卒業者数は、前年度より

９５１人減少の１９,８４７人となった。内訳は大学卒業者１４,６３８人、

短大卒業者４,４７３人、高等専門学校卒業者７３６人。入学者全

　今年も、下記のブロック会議が開催されました。詳細に

つきましては、全専各連ホームページ内の「広報全専各連

プラスＷＥＢ」に掲載いたします。

○中国ブロック会議（７月１０日（木）　島根県・松江東急イ

ン　参加者約１４０名）

○近畿ブロック会議（７月１８日（金）　滋賀県・大津プリン

スホテル　参加者約１４０名）

○九州ブロック会議（７月２５日（金）～２６日（土）　熊本県・

熊本ホテルキャッスル　参加者約１４０名）

○中部ブロック会議（８月２１日（木）～２２日（金）　石川県・

山中温泉文化会館、山中温泉河鹿荘ロイヤルホテル　参

加者約１５０名）

○四国ブロック会議（８月２５日（月）～２６日（火）　高知県・

三翠園　参加者約８０名）

○北関東信越ブロック会議（８月２８日（木）～２９（金）　新潟

県・朱鷺メッセ　参加者約１４０名）

○北海道ブロック会議（８月２９日（金）～３０日（土）　旭川グ

ランドホテル　参加者約１２０名）

平成２０年度　全専各連ブロック会議開催状況
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　６月１７日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場に、全国

個人立専修学校協会第１２回定例総会が開催された。出席者

は委任状を含め９１名。承認された議題は以下のとおり。

【第１号議案　平成１９年度事業報告】

【第２号議案　平成１９年度決算報告ならびに監査報告】

【第３号議案　平成２０年度事業計画案】

【第４号議案　平成２０年度収支予算案】

【第５号議案　会則の一部改正案】

【第６号議案　役員改選】

　役員人事は次のとおり。（敬称略）

　会長＝河内隆行（東京都）、副会長＝岸澄江（茨城県）・

宮川芳枝（東京都）、理事＝林隆保（千葉県）・安川涼子

（富山県）・古田哲久（静岡県）・渡辺司（静岡県）・岩田

光義（愛知県）・皆見量政（大阪府）・中嶋おとえ（大阪府）、

監事＝岩本健一（東京都）・岩崎裕（東京都）

　総会終了後、研修会と懇親会が行われ全日程を終了した。

※詳細は全専各連ホームページ内「広報全専各連プラスＷ

ＥＢ」に掲載。

全国個人立専修学校協会　第１２回定例総会・研修会を開催

　全国高等専修学校協会平成２０年度定例総会が東京都・ア

ルカディア市ヶ谷で６月１９日に開催された。出席者は委任

状を含め１１０名。承認された議題は以下のとおり。

【第１号議案　平成１９年度事業報告】

【第２号議案　平成１９年度決算報告ならびに監査報告】

【第３号議案　平成２０年度事業計画案】

【第４号議案　平成２０年度収支予算案】

【第５号議案　役員改選】

　役員人事は次のとおり。（敬称略）

　会長＝大竹通夫（東京都）、副会長＝清水信一（東京

都）・岡部隆男（福島県）・小川明治（愛知県）、監事＝前

嶋フク（北海道）・平田さかゑ（兵庫県）、制度改善研究委

員長＝清水信一、研修委員長＝岡部隆男、体育振興委員長

＝北見善彦（神奈川県）、高等専修学校総務委員長＝関谷

豊（山口県）

　総会終了後、研修会、懇親会が行われ全日程を終了した。

※詳細は全専各連ホームページ内「広報全専各連プラスＷ

ＥＢ」に掲載。

全国高等専修学校協会　平成２０年度定例総会

　６月３０日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として全

国各種学校協会の第１０回定例総会が、委任状を含め４７名の

出席により開催された。承認された議題は以下のとおり。

【第１号議案　平成１９年度事業報告】

【第２号議案　平成１９年度決算報告ならびに監査報告】

【第３号議案　平成２０年度事業計画案】

【第４号議案　平成２０年度収支予算案】

【第５号議案　役員改選】

　役員人事は以下のとおり。（敬称略）

　会長＝谷内昭治（北海道）、副会長＝大橋啓一（広島県）、

理事＝伊藤稚子（神奈川県）・瀬尾陸奥（富山県）・森喜代

子（福井県）・河村洋（大阪府）・八幡舒子（兵庫県）・田

中重子（福岡県）・名城政次郎（沖縄県）、監事＝川口政枝

（静岡県）・長谷川幸子（島根県）　　　　　　　　　　　

　総会終了後、懇親会が開催され全日程を終了した。

※詳細は全専各連ホームページ内「広報全専各連プラスＷ

ＥＢ」に掲載。

全国各種学校協会　第１０回定例総会

　８月、文部科学省は平成２１年度予算概算要求案を取りま

とめた。専修学校関係概算要求案のうち生涯学習政策局計

上分は対２０年度比１０.２％増の１,４４７百万円（２０年度１,３１２百

万円）。新規予算要求事項としては「専修学校を活用した

就業能力向上支援事業」と「専修学校留学生総合支援プラ

ン」が計上されているほか、「専修学校教育重点支援プラ

ン」は新たな研究課題を立て拡充を求めるとともに、「専修

学校・高等学校連携等職業教育推進プラン」を継続するこ

ととしている。

　なお、２１年度の概算要求事項の内訳と要求額［２０年度予

算額］は次のとおりである。

【１.専修学校を活用した就業能力向上支援事業：６５９百万円

［新規］】

　人口減少・高齢化社会の到来や企業及び地域等における

人材不足といった社会的な背景を踏まえ、専修学校の職業

教育機能を活用した、地域ニーズに対応した人材育成を行

うもの。①若者を中心とした早期離職者やフリーター及び

ニート、②主に定年退職をむかえる中高年等の社会人、③

子育てにより仕事を中断した女性を対象として、それぞれ

の特性等に応じた実践型教育プログラムを提供し、就業能

平成２１年度　文部科学省予算概算要求案
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「連携体制の開発」を加えて、専修学校教育のより一層の

高度化を図るとしている。

　①教育力向上の推進：教員のマネジメント力養成プログ

ラムや効果的な評価・情報提供手法等の開発

　②基礎力向上の推進：社会人基礎力養成プログラム、基

礎学力向上プログラム等の開発

　③産学連携教育の推進：日本版デュアルシステム等を活

用した教育プログラムの開発

　④専門課程の高度化開発：優秀な職業人育成のための教

育方法や高度専門士（４年制課程）のプログラムの開

発

　⑤高等課程の個性化推進：生徒の個性に着目した有為な

人材育成プログラムの開発

　⑥新教育領域の開発：従来の専門領域の複合化、専修学

校特有の教育領域の新たな開拓等

　⑦新教育方法の開発：マルチメディアを高度に活用した

授業方法の開発

　⑧連携体制の開発：多様な学習機会の提供と地域人材育

成を促進するため、自治体や地域産業界と連携してコ

ンソーシアムを形成し、専修学校間及び専修学校と地

域の連携協力を強化し、専修学校間においては単位互

換の導入等を、地域等との間では企業実習や就職支援

等を円滑に実施するためのプログラム開発・実証を行

う。

【４.専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン：１４７百

万円［継続・１４７百万円］】

　高校生の自主的な進路選択等、多様な体験の機会の充実

を図るため、専修学校の機能を活かして、高等学校等と連

携し高校生等に対する、職業に必要な知識・技能・資格等

の事例紹介や実践的な職業体験講座を実施し、職業意識の

醸成を図るもの。

力の向上を図るとともに、履習証明の発行、キャリアコン

サルタントやジョブ・カードの活用等を通じて修了者の就

職支援体制を確立・強化する取組を推進し、再就職やキャ

リア形成の実現に結びつけるとしている。

①若者対象コース：知識や技術の習得、就職支援・自立

促進のためのキャリアカウンセリング等の実施。

②社会人対象コース：専門的知識・技術やパソコン・英

語等の技術の習得、資格取得の支援。

③女性対象コース：専門的技術や最新の知識・情報等の

習得支援。

【２.専修学校留学生総合支援プラン：１４６百万円［新規］】

　地域や企業等の人材不足、留学生の専門技術を活かした

即戦力登用への期待、また、留学生の就職希望者と企業等

との交流機会の不足等の社会的な要請や課題が指摘される

なか、「留学生３０万人計画（骨子）」において、２０２０年を目

処に留学生受入れ３０万人を目指し、受入れに当たっての環

境づくりや修了後の就職支援の実施等が盛り込まれたこと

を受け、専修学校の留学生に対して、支援体制を構築し、

日本での就職に必要となる知識・技術等の向上を目的とし

た学習機会を提供するとともに、雇用機会の拡大につなが

る取組を推進するもの。①高度人材養成プログラム、②実

践的就職支援プログラムを通じて、日本企業への就職や地

域への定着を目指すとしている。

　①高度人材養成プログラム

○複数の専修学校と地域産業界等が連携体制を構築し、

留学生の受入れ、管理、生活・就職支援等を実施。

○企業や地域等のニーズに対応した高度人材養成プロ

グラムを留学生に提供。

○キャリアカウンセリングの実施。

○連携企業等を中心とした就職フェアを開催し、留学

生と企業との就職ミスマッチを解消。

　②実践的就職支援プログラム

○留学生の生活・就職支援等を、専修学校と企業や地

域産業界が連携して実施。

○連携企業における企業実習など企業等のニーズに対

応した実践的な教育プログラムを提供。

○生活支援アドバイザー等の設置。

【３.専修学校教育重点支援プラン：４７４百万円［拡充・４１７

百万円］】

　教育振興基本計画における『専修学校等について、社会

の変化に即応した実践的な職業教育及び専門的な技術教育

を行う機能が発揮されるための取組を促す』との記述を受

け、引き続き、社会的要請の高い課題に対応する教育内容

や方法等についての重点的な研究開発を、研究指定校とし

て指定した専修学校に委託するもの。重点的に研究開発を

進める課題としては、従来の７つの項目のほか、新たに

【第９回会議】平成２０年７月１４日開催。文部科学省より

「新たな学校種に関する主な議論の整理（骨子案）」につ

いて説明がなされ、その後内容について意見交換が行われ

た。

【第１０回会議】平成２０年８月２５日開催。第９回会議に引き

続き、「新たな学校種に関する主な議論の整理（骨子案）」

について意見交換が行われた。

【今後の予定日程等】第１１回会議は９月２６日に開催し、議

論のまとめについて検討する予定。議事要旨、名簿、配布

資料は、文部科学省のホームページにて公開中。

「専修学校の振興に関する検討会議」
審議状況
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　平成２０年６月１５日（日）に文部科学省後援・情報検定

（Ｊ検）情報活用試験（前期試験）が実施された。受験結

果は以下のとおり。

＜出願団体数＞　１９０団体（出願者総数）１０,５３１名

＜出願者数＞　３級　２,５７５名、２級　５,７１３名、１級　２,２４３名

＜受験者数＞　３級　２,４４０名、２級　５,３７４名、１級　２,０６０名

＜合格者数＞　３級　２,３８７名、２級　４,０３０名、１級　１,３０６名

＜合 格 率＞　３級　９７.８％、２級　７５.０％、１級　６３.４％

　平成２０年７月６日（日）に文部科学省後援第２４回ビジネ

ス能力検定（Ｂ検）が実施された。受験状況・結果は次の

とおり。

＜出願団体数＞　２９６団体（出願者総数）１８,４１９名

＜出願者数＞　３級　１４,２５４名、２級　４,１６５名

＜受験者数＞　３級　１３,２３５名、２級　３,７０９名

＜合格者数＞　３級　１０,８７１名、２級　１,６０３名

＜合 格 率＞　３級　　８２.１％、２級　４３.２％

　６月２０日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として専

教振第６５回評議員会・第９５回理事会を開催。評議員会は正

副理事長、財務担当常務理事同席のもと委任状を含めた出

席者２４名、理事会は委任状を含めた出席者１８名を得て開会。

　両会とも鎌谷秀男理事長から開会あいさつが述べられた

後、評議員会では、大麻正晴評議員が議長に就任、議事録

署名人に宮�善昭評議員と長川泰次郎評議員を選出。理事

会では、鎌谷理事長が議長に就任、議事録署名人に吉田松

雄理事と佐竹茂市理事を選出。

【第１号議案　平成１９年度事業報告】

　配布資料をもとに事務局が、会議の開催、教員研修・研

究事業、出版事業、保険事業、検定事業等、各事業の活動

と成果の報告を行った。特に質疑はなく、出席者全員異議

なく拍手承認。

【第２号議案　平成１９年度第３次補正予算案】

【第３号議案　平成１９年度決算報告ならびに監査報告】

　両会とも第２号議案と第３号議案については一括審議を

行った。八木和久財務担当常務理事が概要を説明した後、

事務局が第３次補正および決算の内容等を説明。続いて齋

藤力夫監事が監査報告を行った。質疑応答の後、出席者全

員異議なく拍手承認。

【第４号議案　平成２０年度第１次補正予算案】

　八木財務担当常務理事が前期繰越収支差額、次期繰越収

支差額の補正額の内容を説明。特に質疑はなく、出席者全

員異議なく拍手承認。

　最後に、齋藤監事より配布資料をもとに「公益法人制度

改革」に関する情報提供が行われた。

　以上により各会とも全議案を承認し閉会した。

役員会・総会等

●都道府県協会等代表者会議

　平成２０年１１／２１（金）東京都

●全専各連理事会

　平成２１年２月２６日（木）東京都

●全国学校法人立専門学校協会理事会

　平成２１年２月２７日（金）東京都

ブロック会議

第６５回評議員会・第９５回理事会を開催

平成２０年度年間予定日程

Ｊ検　情報検定　受験状況・結果 Ｂ検　ビジネス能力検定　受験状況・結果

　文部科学省において、次のとおり人事異動がありました

のでお知らせいたします。

○生涯学習政策局長

　加茂川幸夫氏→清水潔氏（前高等教育局長）（７月１１日付）

○生涯学習政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室長

　寺門成真氏→高橋雅之氏（９月１６日付）

○専修学校教育振興室専修学校第一係長

　打田剛氏→前田恵子氏（７月２８日付）

文部科学省
人事異動のお知らせ
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●南関東ブロック会議

　平成２０年１０／１７（金）

　千葉県千葉市・三井ガーデンホテル千葉

検定試験等

●文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

　◇平成２０年度後期試験

　【情報活用試験１級・２級・３級】

　平成２０年１２／１４（日）

　【情報システム試験・情報デザイン試験】

　平成２１年２／８（日）

●文部科学省後援・ビジネス能力検定（Ｂ検）

　◇第２５回【１級１次・２級・３級】

　平成２０年１２／７（日）

研修会等

●学校評価等研修会

　◇東京会場

　平成２０年１１／２６（水）

　東京都・フロラシオン青山

　◇大阪会場

　平成２０年１２／２（火）

　大阪府・大阪ガーデンパレス

●専門学校留学生担当者研修会

　◇東京会場

　平成２０年１１／２７（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

　◇大阪会場

　平成２０年１２／３（水）

　大阪府・大阪ガーデンパレス

●第２回キャリア・サポーター研究啓発・交流会

　平成２０年１１／２９（土）

　東京都・フロラシオン青山

●ビジネス教育「教員と講師のための研修会」

　◇福井会場

　平成２０年１１／２１（金）

　福井県・ウェルシティ福井

●第１３回ビジネス教育事例発表研修会

　平成２１年２／２０（金）～２１（土）

　東京都・都市センターホテル

その他

●第２０回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア福島」

　平成２０年１０／１１（土）～１５（水）

　福島県・ビッグパレット福島他

　紙面の関係上、記事を掲載できなかった内容につきまし

て、ご紹介させていただきます。

　詳細は全専各連ホームページ「広報全専各連」の「広報

全専各連プラスＷＥＢ」よりご覧いただけます。

　また、紙面に概要を掲載した記事につきましても「広報

全専各連プラスＷＥＢ」から詳細をご覧いただけますので、

ぜひご活用ください。

■文部科学省委託事業■

　文部科学省は、平成２０年度の委託事業の採択結果を公

表しました。委託事業の採択数は全体で１２６件となって

います。各委託事業の趣旨や内容、採択事業の名称等に

ついては、ホームページをご覧ください。

■分野別専門部会等総会■

○（社）全国珠算学校連盟第４７回通常総会（６月８日）（会

場）東京都・ホテル大森東急イン（出席者）６４７名

○全国専門学校情報教育協会第１２回定例総会（６月１３日）

（会場）東京都・主婦会館プラザエフ（出席者）１００名

○ＮＰＯ法人全国美術デザイン専門学校教育振興会第５回

定例総会（６月１９日）（会場）東京都・コートメダリオ

ン（出席者）２０法人会員

○全国語学ビジネス観光教育協会第２６回定例総会（６月２５

日）（会場）大阪府・大阪ガーデンパレス（出席者）２５

名

○全国予備学校協議会第３１回定例総会（６月２６日）（会場）

大阪府・大阪ガーデンパレス（出席者）５８名

○全国工業専門学校協会第３０回定例総会（７月２２日）（会

場）東京都・アルカディア市ヶ谷（出席者）４３名

■イベント・研修会・スポーツ・検定など■

○第３８回電卓・ポケコン技能検定（６月２９日）

　全国工業専門学校協会主催

○２００８日本留学フェア（台湾）（７月１２日～１３日）

　（独）日本学生支援機構主催、全専各連・（社）東京都専修

学校各種学校協会・（財）日本語教育振興協会共催。参加

校数１５６校（大学・日本語教育機関含む）。

○第１８回全国高等専修学校体育大会（７月２８日～３１日）

　全国高等専修学校協会主催、特定非営利活動法人ＮＰＯ

高等専修教育支援協会共催。参加校数２１校。

○第２８回全日本珠算技能競技大会（７月３０日）

　（会場）愛知県・名鉄犬山ホテル

　（社）全国珠算学校連盟主催。文部科学省、愛知県等後援。

○「アニメーション・イラストレーション・漫画等担当教

員養成カリキュラム」教員研修会（８月５日～６日）

　（会場）東京都・秋葉原第６セミナー

　ＮＰＯ法人全国美術デザイン専門学校教育振興会主催、

その他の　広報全専各連プラスＷＥＢ　掲載記事一覧
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参加者数３０名。

■専教振主催研修会等■

○ビジネス教育「教員と講師のための研修会」

　名古屋会場（６月１７日）参加者３０名

　（会場）愛知県・名古屋ガーデンパレス

　群馬会場（６月２６日）参加者３０名

　（会場）群馬県・ウェルシティ前橋

　仙台会場（７月９日）参加者２０名

　（会場）宮城県・仙台ガーデンパレス

　沖縄会場（７月１６日）参加者４０名

　（会場）沖縄県・沖縄産業支援センター

　香川会場（７月２３日）参加者数２５名

　（会場）香川県・ニューフロンティア

　広島会場（７月３１日）参加者３５名

　（会場）広島県・メルパルク広島

○専修学校等教職員向けキャリア・サポート・マインド養

成講座（ＣＳＭ講座）

　東京会場（７月３０日～８月１日）受講者１１名

　（会場）東京都・アルカディア市ヶ谷

　大阪会場（８月２０日～２２日）受講者１３名

　（会場）大阪府・大阪ガーデンパレス

○第１４回ビジネス教育指導者研修会（８月６日～８日）

　参加者１６名　（会場）東京都・クロスウェーブ府中

平成２０年度Ｊ検試験日程

http://www.sgec.or.jp/jken　　　�
お問い合わせ：検定試験センター　TEL.03-5275-6336

※文部科学省後援� ※文部科学省後援�

＜後期（一般試験）＞
 試 験 日 平成２０年１２月１４日（日）
 出 願 期 間 平成２０年９月１日（月）～１０月２７日（月）
実施級／受験料 １級 ４,０００円　　　　　　　　　
  ２級 ３,５００円　　　　　　　　　
  ３級 １,５００円　　　　　　　　　

システムエンジニア認定
プログラマ認定
＜前期＞
 試 験 日 平成２１年２月８日（日）
 出 願 期 間 平成２０年１１月１日（土）～１２月１５日（月）
実施級／受験料　基本スキル ２,５００円
　　　　　　　　システムデザインスキル ２,０００円
　　　　　　　　プログラミングスキル ２,０００円

※文部科学省後援�

ビジュアルデザイン分野認定
インタラクティブメディアデザイン分野認定
プレゼンテーション分野認定
＜前期＞
 試 験 日 平成２１年２月８日（日）
 出 願 期 間 平成２０年１１月１日（土）～１２月１５日（月）
実施級／受験料　必修共通科目 ２,０００円
　　　　ビジュアルデザイン １,５００円
　　　　インタラクティブメディアデザイン １,５００円
　　　　プレゼンテーションデザイン １,５００円

※団体限定�Ｊ検情報活用基礎�
＜期日指定方式＞
試験期日Ａ日程　 平成２０年１１月３０日（日）～１２月６日（土）
試験期日Ｂ日程　 平成２１年２月１日（日）～２月７日（土）
出願期間Ａ日程　平成２０年９月１日（月）～１０月２７日（月）
出願期間Ｂ日程　 平成２０年１１月１日（土）～１２月１５日（月）
 受 験 料 １,５００円　　　　　　　　　

第２５回検定実施日　平成２０年１２月７日（日）�

平成２０年９月１日（月）～１０月２１日（火）�

平成20年度Ｂ検試験日程�

詳しくは�



広報全専各連 第１３８号平成２０年９月２６日８
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